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第２ 議案第６号～議案第４６号

○稲 田議 長 次 に、 日 程第２ 、議 案第 ６号か ら第 ４６号 まで の４

１件を一括して議題といたします。

これより４１件の議案について、質疑に入ります。

質疑の通告がありますので、発言を許します。

初めに、又野議員。

○又 野議 員 そ うし ま すと、 私か らは 議案第 １０ 号、米 子市 一般

職の 職員 の給与 に関 す る条例 及び 米子 市職員 の降 給に関 する 条例

の一 部を 改正す る条 例 の制定 につ いて 質疑を させ ていた だき ます。

ま ず最 初に、 勤勉 手 当につ いて です けれど も、 改正前 の当 該職

員の 勤務 成績と いう 文 言を当 該職 員の 基準日 以前 におけ る直 近の

人事 評価 の結果 及び 勤 務状況 とい う文 言に変 更す るとい うこ とで

すけ れど も、実 際に は これま では 勤務 成績や 人事 評価、 勤務 状況

など はど のよう に運 用 されて きて 、今 後はど のよ うにな るの か。

それ と降 格の事 由に つ いては 、能 力の 評価ま たは 業務評 価（ 次条

にお いて 定期評 価と い う）の 全体 評価 が下位 の段 階であ る場 合そ

の他 が追 加され 、降 号 の事由 につ いて は、定 期評 価の全 体評 価が

下位 の段 階であ る場 合 その他 が追 加さ れると いう ことで あり ます

けれ ども 、これ らも 今 までは 人事 評価 や、こ の定 期評価 って 書い

てる んで すけど も、 こ れにつ いて はど のよう な運 用をさ れて いて、

今後どのようになっていくのか伺います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 議 案 第１０ 号に 関し ての御 質問 でござ いま す。

これ まで の運用 とど の ように 違っ てい くのか とい う御質 問だ と思



いま すけ れども 、勤 勉 手当に つき まし ては、 これ までも 職員 の勤

務成 績に 応じて 手当 の 支給率 を反 映し てきて おり ます。 人事 評価

の結 果を 直接反 映す る ことは して はお りませ んで した。 今後 です

けれ ども 、休職 など 勤 務の状 況に 加え て、人 事評 価の結 果を 直接

反映することになります。

ま た、 降格及 び降 号 につい てで ござ います けれ ども、 これ まで

も人 事評 価の結 果を 含 む勤務 の状 況を 示す事 実に 基づく 判断 を行

うも のと してい ると こ ろでご ざい ます が、今 後、 人事評 価の 結果

が下 位の 段階で ある 場 合には 指導 など を行い 、な お改善 され ない

場合 につ いては 降格 及 び降号 の対 象と してい くも のでご ざい ます。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ うし ま すと、 実際 どう なるの かと いうと ころ を聞

かせ ても らいま すけ れ ども、 それ とこ れまで 実際 に勤勉 手当 を減

額し たり だとか 降格 や 降号を した りし たこと があ るのか 。あ ると

すればその理由は何だったのか。

そ れと 、これ もち ょ っと確 認に なる んです けれ ども、 今回 の改

正に よっ て、今 後人 事 評価が 勤勉 手当 の減額 や降 格・降 号に 影響

する とい うこと でい い のか。 また 、降 格・降 号の 場合は 給料 が下

がることになるのか、確認で伺います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 今 ま でのそ うい った 降格・ 降号 、ある いは 勤勉

手当 の減 額とい った こ とをや った 事例 がある のか という お尋 ねで

ござ いま すけれ ども 、 勤勉手 当に つき まして は、 休職や 懲戒 処分

など の勤 務状況 によ り 減額と して いる 例がご ざい ます。 また 、降

格・ 降号 につき まし て は、懲 戒処 分と 併せて 分限 処分を 行い 、降



格となった例がございます。

そ れと もう一 つ、 人 事評価 が勤 勉手 当の減 額や 降格・ 降号 に影

響し 、そ れが給 与が 下 がると いう こと になる のか という よう な御

質問 でご ざいま すけ れ ども、 人事 評価 は上位 の評 価であ れば 勤勉

手当 に影 響し、 下位 の 評価の 場合 であ れば勤 勉手 当と降 格・ 降号

に影 響す るもの で、 降 格と降 号と なっ た場合 につ いては 、結 果と

して給料月額は下がるものになります。

○稲田議長 次に、土光議員。

○土光議員 私、議案の質疑で２点あります。

最 初の やつは 先ほ ど 又野議 員が 質疑 したの と基 本的に 同じ 内容

なの で、 ちょっ と補 足 の意味 、事 前の 聞き取 りの 質問で 全て じゃ

なく て大 体やり 取り で 分かっ た部 分は 省略し て、 補足だ けを 聞き

たいと思います。

ち ょっ と該当 の条 文 、今通 知を しま す。こ れで 要は勤 勉手 当を

支給 する のに改 正前 は 勤務成 績に 応じ てとい うふ うな文 言で した。

それ が、 改正後 は人 事 評価や 勤務 状況 に応じ て支 給する とい うか、

そう いう ふうに 変わ っ ている ので 、中 身に関 して は今の やり 取り

で分 かり ました ので 、 ここで 言葉 の意 味とい うか 、どう いう もの

かと いう ことで 、勤 務 成績と いう のは どうい うも のか、 それ から

人事 評価 どうい うも の か、そ れか ら勤 務状況 どう いうも のか 、こ

れは誰が評価をするのかについてお聞きします。

そ れか ら、２ つ目 は 全然話 が替 わっ て、こ れも ちょっ と発 言通

知を しま す。今 通知 を しまし た。 ２つ 目は、 これ は議案 第３ ６号、

これ は令 和６年 度米 子 市一般 会計 予算 の中の 、一 つは防 災倉 庫整

備事 業に ついて 、今 通 知をし てい ると 思いま す。 この防 災倉 庫整



備事業についてお聞きします。

こ れは 淀江の 保育 園 、旧保 育園 、旧 幼稚園 の跡 地に関 して 防災

倉庫 を造 ります よと い う事業 で、 これ に関し てお 聞きし ます 。完

成予 定は いつに なり ま すか。 それ から 、でき たと き、で きた 後、

この 維持 管理と か、 そ れから 災害 時、 実際備 品を 運搬等 をす るこ

とに なる と思い ます が 、これ は誰 がす るのか 。そ れから 、で きた

後の維持管理の費用というのはどのくらいを想定しているか。

そ れか ら、も う一 つ 、これ ちょ っと 事前の 聞き 取りで はお 知ら

せし てな かった んで す が、分 かる 範囲 で。防 災倉 庫、こ れど こに

造る かと いうこ とで 、 今、保 育園 跡地 がもう 整備 されて 、一 つだ

け何 か建 物が端 っこ の ほうに 残っ てま す。あ れを 除却し てあ の場

所に 造る のか、 それ と もあの 場所 では ないと ころ に造る のか 、も

し分かればお答えください。

そ れか ら、も う一 つ 、今４ ペー ジが 出てる と思 います が、 次の

ページで、淀江保育園跡地活用事業についてお聞きします。

芝 生化 をする とい う 事業で 、こ の芝 生化の 完成 予定は いつ でし

ょう か。 それか ら、 こ の事業 の概 要の 中で、 災害 時の拠 点と して

の役 割と いうふ うに あ ります が、 これ はどう いう 災害の とき にど

のよ うな 役割を 果た す という ふう に考 えてい るの ですか 。そ れか

ら、 芝生 化した 後、 こ れ維持 管理 が当 然必要 にな ると思 いま す。

この 維持 管理、 誰が す るので しょ うか 。そし て、 想定さ れる 費用

はどのくらいと考えていますかということでお願いします。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 そ れ では、 議案 第１ ０号の ほう につい て、 まず

お答 えを させて いた だ きたい と思 いま す。言 葉の 説明と いう こと



でご ざい ます。 勤務 成 績とい うこ とで ござい ます けれど も、 勤務

成績 につ きまし ては 、 職員の 療養 休暇 や休職 など の状況 と勤 務の

評定 のこ とでご ざい ま す。ま た、 人事 評価、 これ につき まし ては、

職員 の能 力と業 績の 評 価でご ざい ます 。それ とも う一つ 、勤 務の

状況 、こ れにつ きま し ては、 職員 の療 養休暇 や休 職など の状 況を

意味するものでございます。

（「誰が、誰が評価する。」と土光議員）

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 す み ません 、評 価者 という こと でござ いま すけ

れど も、 新しい 改正 後 のもの につ いて でござ いま すけれ ども 、人

事評 価に つきま して は 、評価 者が 職員 本人と の面 談を踏 まえ て行

いま して 、その 最終 評 価者と して 係長 以下の 職員 につい ては 所属

長、 担当 課長補 佐と 課 長補佐 の職 につ いては 所属 部長、 課長 級以

上の 管理 職につ いて は 副市長 がそ れぞ れ評価 を行 うこと とし てお

ります。

ま た、 勤務の 状況 に つきま して は、 主に課 長補 佐以下 の職 員は

所属 長、 管理職 につ い ては所 属部 長が 確認を 行っ ている こと にな

ります。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 続 きまし て、 防災 備蓄倉 庫に ついて の御 質問

でご ざい ました 。ま ず 、完成 予定 はい つかと いう ことで ござ いま

して 、現 在令和 ７年 ２ 月末の 完成 を見 込んで いる ところ でご ざい

ます。

ま た、 維持管 理、 災 害時の 運搬 等は 誰が行 うの かとい うこ とで

ござ いま した。 維持 管 理は、 防災 安全 課が行 うこ ととし てお りま



す。 災害 時の運 搬等 は 、災害 対策 本部 の編成 に沿 って本 市の 職員

が対 応す ること とし て おりま す。 被災 状況等 によ っては 、国 や県

及び 協定 を締結 して お ります 輸送 機関 等の支 援を 受ける こと も想

定をしておるところでございます。

次 に、 維持管 理等 の 費用は 幾ら かと いうこ とで 、具体 的な 額と

いう のは 現時点 では 算 出はし てお りま せんけ れど も、管 理上 必要

とな る照 明、換 気扇 な どを設 置し ます ので、 それ に対応 しま す電

気代が発生すると想定をしております。

あ と、 追加で ござ い ました 、施 設の 端のほ うに ある建 物と いう

こと でご ざいま すが 、 一応備 蓄倉 庫を 工事し ます エリア の中 には

それ は入 ってお りま せ んで、 その まま 残して 活用 がその まま され

るという予定になっております。

○稲田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 最後に 淀江 保育 園跡地 活用 事業に つい てで

ござ いま すけれ ども 、 芝生化 の完 成予 定でご ざい ますけ れど も、

令和 ６年 度末、 来年 の ７月頃 を予 定し ている とこ ろでご ざい ます。

次 に、 災害時 の拠 点 として の役 割に ついて でご ざいま すけ れど

も、 地震 等の避 難を 要 する災 害が 発生 した場 合、 緊急避 難場 所と

して の避 難や新 たに 整 備する 防災 備蓄 倉庫か らの 備蓄品 の持 ち出

しや 提供 等にお いて 、 拠点的 な役 割が 期待さ れる という こと です。

失 礼い たしま した 。 令和７ 年３ 月頃 でござ いま す。失 礼い たし

ました。

最 後に 、維持 管理 と その費 用に つい てでご ざい ます。 広場 の利

活用 につ きまし ては 、 地元自 治会 長会 等を母 体に しまし た淀 江保

育園 跡地 利用検 討委 員 会とい う組 織が 立ち上 げら れてお りま して、



従前 より 意見交 換を 行 って、 整備 を進 めてき たと ころで ござ いま

す。

跡 地を 広場と して 活 用する に際 しま して、 芝生 化され た広 場の

手入 れ等 の維持 管理 に つきま して 、自 分たち でで きるこ とは 自分

たち で行 いたい との 声 をその 委員 会か らいた だい ている とこ ろで

ござ いま す。広 場の 利 活用に つき まし ては、 地域 や地域 コミ ュニ

ティ の活 性化な ども 考 慮いた しま して 、引き 続き 維持管 理な どを

含め た具 体的な 内容 を 地元と 調整 を進 めたい とい う具合 に考 えて

おります。

最 後に 、芝生 の維 持 管理に 係る 経費 でござ いま すけれ ども 、芝

生が 定着 するま での 水 やり、 これ は２ 週間程 度で ござい ます 、と

適期 の施 肥、肥 料で す ね、こ れを 年間 に３回 程度 を要す ると いう

ことでございます。以上でございます。

○稲田議長 土光議員。

○土 光議 員 今 の答 弁 で、災 害時 の拠 点とし ての 役割の 意味 は、

要は ここ に防災 倉庫 が あるん だか らそ れを使 う、 そうい った 意味

で記 述が ある、 これ は 本年度 の計 画効 果の中 にそ ういう 文言 があ

るん だけ ど、そ うい っ た意味 だと いう ことで いい わけで すね 。私

はて っき り広場 が何 ら かの避 難場 所に なると か、 そうい うこ とを

想定 して いるの かな と 思った んで すが 、そう では なくて 、と にか

く防 災倉 庫があ る場 所 だから 災害 時の 拠点と して の役割 を果 たす

というふうな理解でいいんでしょうか。これ確認です。

そ れか らもう 一つ は 、芝生 化後 の維 持管理 の費 用、こ れど のく

らい の額 が想定 され て るか。 これ は全 額市が 出す と思っ てい いで

すね。



○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 最 初の１ 点の ほう で、防 災拠 点とい うこ とで、

当然 備蓄 倉庫と して ご ざいま すの で、 先ほど 議員 おっし ゃら れま

した 機能 も当然 ござ い ます。 あわ せま して、 広場 、相当 の広 さご

ざい ます ので、 例え ば 地震で ある とか 津波が 発生 したと きの 緊急

避難場所としての活用というのも想定をしております。

○稲田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 まず、 おお むね の費用 とい うこと でご ざい

ます けれ ども、 伯耆 古 代の丘 公園 に同 じよう に芝 生の管 理費 用と

いう のが ござい まし て 、そこ から 勘案 いたし ます と、年 間１ ５万

円か ら２ ０万円 程度 に なるん じゃ ない かなと いう 、今の あら の計

算ですけど、そういうところでございます。

あ と、 費用に つい て は、市 のほ うで という 具合 に考え てお りま

す。

○稲田議長 以上で通告による質疑は終わりました。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○稲田議長 ほかにないものと認め、質疑を終結いたします。

た だい ま議題 とな っ ており ます ４１ 件の議 案に ついて は、 お手

元に 配付 してお りま す 付託区 分表 のと おり、 それ ぞれ所 管の 常任

委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

第３ 陳情第４６号・陳情第４９号～陳情第５２号

○稲 田議 長 次 に、 日 程第３ 、陳 情第 ４６号 及び 第４９ 号か ら第

５２号までの５件を一括して議題といたします。



た だい ま議題 とな っ ており ます ５件 の陳情 のう ち、陳 情第 ５０

号か ら第 ５２号 まで の ３件に つい ては 、原子 力発 電・エ ネル ギー

問題 等調 査特別 委員 会 に付託 した いと 思いま す。 これに 御異 議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○稲田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

な お、 そのほ かの ２ 件の陳 情に つい ては、 お手 元に配 付し てお

りま す付 託区分 表の と おり、 それ ぞれ 所管の 常任 委員会 に付 託い

たします。

以上で本日の日程は全て終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明８ 日か ら１

０日 まで 、１６ 日、 １ ７日、 １９ 日及 び２０ 日は 休会と し、 １１

日か ら１ ５日ま で及 び １８日 は委 員会 審査を 行い 、２１ 日午 前１

０時 から 会議を 開き た いと思 いま す。 これに 御異 議ござ いま せん

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○稲田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後２時３７分 散会


